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は
じ
め
に

　

音
声
で
の
会
話
が
憚
ら
れ
る
環
境
が
突
如
発
現
し
た
。
二
〇
一
九
年
末

に
中
国
で
確
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、

二
〇
二
三
年
春
に
一
定
の
収
束
を
迎
え
る
ま
で
、
世
界
的
に
我
々
の
生
活

行
動
様
式
を
大
幅
に
変
化
さ
せ
た
。
多
く
の
人
々
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

密
を
避
け
よ
、
会
話
を
慎
め
と
い
う
社
会
環
境
下
で
そ
れ
ら
を
遵
守
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
人
々
の
行
動
の
変
化
は
、
日
常
生
活
の

様
々
な
側
面
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
我
が
国
の
社
会
経
済
活
動
は
停
滞
し
、
各
国
の
経
済
成
長

も
ま
た
大
幅
に
落
ち
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。
政
府
の
方
針
に
よ
り
、
出
入

国
が
制
限
さ
れ
た
ほ
か
、
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
る
よ
う
要
請
さ
れ
た

た
め
、
人
々
は
、
旅
行
や
外
食
を
控
え
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、

声
を
出
し
て
の
呼
び
込
み
や
実
演
販
売
を
停
止
し
て
い
た一
。

　

も
し
、
我
々
が
発
話
に
よ
る
意
思
疎
通
の
代
替
手
段
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
た
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
不
都
合
は
ず
い
ぶ
ん
と
解
消
で
き
た
こ
と
だ
ろ

う
。
こ
の
問
題
意
識
か
ら
、
手
話
や
言
語
学
に
通
暁
し
て
い
る
と
は
い
え

な
い
経
営
学
者
で
あ
る
筆
者
が
、
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
論
ず
る
こ
と
は

許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
稿
は
、
視
覚

言
語
で
あ
る
日
本
手
話
の
普
及
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
手
話
を
広
く
普
及

さ
せ
る
た
め
、
福
祉
の
文
脈
を
一
度
離
れ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
福

祉
で
は
な
く
有
用
か
ど
う
か
と
い
う
視
点
で
手
話
を
捉
え
て
み
る
の
で
あ

る
。

　

日
本
は
、
ほ
と
ん
ど
が
日
本
語
の
世
界
で
あ
る
。
他
国
に
目
を
転
じ
れ

ば
、
複
数
の
音
声
言
語
を
操
る
人
々
が
暮
ら
す
国
々
は
そ
こ
か
し
こ
に
あ

る
。
欧
州
に
は
、
第
二
・
第
三
の
言
語
を
操
り
な
が
ら
生
活
す
る
所
も
多

く
、
た
と
え
ば
、
Ｅ
Ｕ
市
民
の
半
数
は
母
語
以
外
の
言
語
で
会
話
で
き
る

と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
国
々
の
人
々
の
言
語
学
習
は
、
外
国
旅
行

や
仕
事
で
使
用
す
る
と
い
っ
た
功
利
的
な
動
機
に
よ
る
割
合
が
高
い二
。
同

じ
く
、
手
話
学
習
の
動
機
を
功
利
的
な
側
面
に
求
め
る
の
が
本
稿
で
あ
る
。

頭
師
　
暢
秀

日
本
の
言
語
「
日
本
手
話
」
の
普
及
を

便
益
の
視
点
か
ら
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管
見
の
限
り
こ
の
視
座
で
の
論
考
は
見
ら
れ
な
い
。

　

近
年
、
手
話
を
題
材
と
し
た
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
次
々
と
生
み
出

さ
れ
、
手
話
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団
も
登
場
し
て
い
る三
。
高
齢
社
会

の
進
行
で
加
齢
性
難
聴
者
が
増
加
し
、
役
所
も
対
応
す
る
動
き
を
み
せ
て

い
る四
。
こ
う
し
た
社
会
背
景
が
進
行
中
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
便
益
の
観
点

か
ら
、
聞
こ
え
や
す
い
人
（
聴
者
）
に
手
話
の
有
用
性
が
広
く
認
知
さ
れ

る
こ
と
を
目
指
し
た
い五
。

　

本
稿
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
人
々
が
音
声
で
の
会
話
で
困

難
に
直
面
す
る
騒
音
下
と
静
粛
下
の
環
境
で
、
音
声
会
話
に
替
わ
る
意
思

疎
通
手
段
を
ど
の
よ
う
に
講
じ
よ
う
と
す
る
の
か
を
探
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

伝
達
手
段
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
調
査
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
に

基
づ
き
、
音
声
会
話
の
代
替
手
段
と
し
て
、
視
覚
言
語
で
あ
る
手
話
の
有

用
性
に
言
及
す
る
。
そ
し
て
、
少
な
か
ら
ぬ
聴
者
が
難
聴
を
訴
え
る
現
状

を
示
し
、
事
前
準
備
と
し
て
の
日
本
手
話
の
普
及
に
つ
い
て
論
ず
る
。

　

本
稿
は
、
手
話
話
者
や
語
学
教
員
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
か
ら
の
賛
同

を
得
ら
れ
な
い
内
容
か
も
し
れ
な
い
が
、「
手
話
」
と
い
っ
た
検
索
ワ
ー

ド
で
た
ど
り
着
い
た
方
々
の
発
想
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一
、
音
声
会
話
の
不
都
合

　

多
く
の
人
は
、
他
人
に
何
か
を
伝
達
し
よ
う
と
す
る
際
、
視
覚
と
聴
覚

を
使
用
す
る六
。
特
に
、
近
距
離
で
即
時
的
に
意
思
疎
通
を
し
よ
う
と
す
る

際
に
は
、
音
声
に
よ
る
会
話
を
試
み
よ
う
と
す
る
の
が
一
般
的
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
音
声
会
話
が
困
難
な
環
境
を
想
定
し
、「
騒
音
環
境
の
条
件
下

で
の
行
動
」
と
「
静
粛
環
境
の
条
件
下
で
の
行
動
」
に
つ
い
て
、
自
由
回

答
で
尋
ね
る
こ
と
に
し
た
。
騒
音
環
境
下
の
条
件
に
つ
い
て
は
、

二
〇
二
二
年
一
一
月
一
七
日
に
大
学
一
年
生
五
四
人
を
対
象
に
、
静
粛
環

境
の
条
件
下
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
七
日
、
八
日
に
短
期
大

学
生
一
年
生
三
三
人
を
対
象
と
し
、
質
問
紙
調
査
を
実
施
し
た
。
回
答
率

は
い
ず
れ
も
一
〇
〇
％
だ
っ
た
。

一
‐
一　

音
声
会
話
の
不
都
合
を
感
じ
る
騒
音
環
境

　

Ｑ
１
と
し
て
「
会
話
に
困
難
を
感
じ
る
ほ
ど
う
る
さ
い
と
感
じ
る
場
所

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
表
1
の
結
果
を
得
た
。

表 1：会話に困難を感じる場所

場面
娯楽施設（カラオケ、ゲームセンター、
ボーリングなど）

交通関係（駅、電車、飛行場、高架下、踏
切前など）

飲食店（レストラン、居酒屋など）

イベント関係（音楽ライブ、スポーツ大会
など）

繁華街（大通りなど）

テーマパーク（遊園地など）

学校（教室など）

工事現場

祭り

その他（大雨、オートバイ乗車中、ショッ
ピングモール）
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音
声
で
の
会
話
に
困
難
を
覚
え
る
状
況
に
は
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
、
ボ
ー
リ
ン
グ
と
い
っ
た
娯
楽
施
設
、
駅
、
電
車
と
い
っ
た
交
通

関
係
、
ラ
イ
ブ
や
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
関
係
、
飲
食
店
や
繁
華

街
が
想
起
さ
れ
た
ほ
か
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
学
校
、
工
事
現
場
、
祭
り
な

ど
が
挙
が
っ
た
。
い
ず
れ
も
周
囲
の
音
に
会
話
が
か
き
消
さ
れ
る
状
況
で

あ
る
。

一
‐
二　

音
声
会
話
の
不
都
合
を
感
じ
る
静
粛
環
境

　

Ｑ
１
と
し
て
、「
音
を
た
て
る
こ
と
や
会
話
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
環

境
・
状
況
・
場
所
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。」
と
尋
ね
た
結
果
は
、
表
2
の

と
お
り
で
あ
る
。

　

静
粛
を
強
い
ら
れ
る
た
め
に
音
声
で
の
会
話
が
憚
ら
れ
る
場
所
と
し
て
、

授
業
中
の
教
室
、
講
演
会
、
発
表
会
、
映
画
館
と
い
っ
た
他
者
が
聴
力
に

依
存
す
る
場
面
や
、
葬
儀
、
式
典
、
図
書
館
と
い
っ
た
マ
ナ
ー
と
し
て
静

粛
を
維
持
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
場
面
な
ど
が
挙
が
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
様
々
な
騒
音
環
境
下
で
の
意
思
疎
通
の
場
面
が
あ
り
、

一
方
で
は
様
々
な
静
粛
環
境
下
で
の
意
思
疎
通
の
場
面
に
遭
遇
し
て
い
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
環
境
下
で
、
人
々
は
ど
ん
な
手
段
で
言
葉
を
交
わ
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
‐
三　

騒
音
環
境
下
で
の
意
思
疎
通
手
段

　

騒
音
環
境
下
の
Ｑ
１
に
関
連
し
て
、
Ｑ
２
と
し
て
、「
Ｑ
１
の
よ
う
な

場
所
で
会
話
し
た
い
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
手
段
で
会
話
し
ま
す
か
。」

と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
表
3
の
結
果
が
得
ら
れ
た七
。

表 2：会話が憚られる場所

場面
図書館
授業中の教室
コンピューター教室
講演会
発表会
式典
葬儀
強盗に遭遇したとき
コロナ禍の密室
赤ちゃんが寝ているとき
夜の住宅街
エレベーター内
トイレ
映画館
ライブ会場
飲食店内
病院
公共交通機関

表 3：騒音環境での意思疎通手段
感
覚 具体的な手段 回答数

聴　
　

覚

大声で話す
相手に近づく・耳元で話す
静かな場所に移動して話す
イヤホンをつけて電話で話す
イヤホンのノイズキャンセリング機能で聞き取
りやすくする

28
18
4
1
1

視　

覚

スマートフォンを使用（LINE、テキスト、SNS
経由）
筆談
ジェスチャー
手話

27

4
9
1

その他（静かになるのを待つ、文字で伝える、
口パク、会話を諦める）

4

計 97
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騒
音
の
な
か
で
も
、
音
声
に
よ
る
会
話
に
依
存
し
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
る
。
大
声
で
話
す
、
相
手
に
近
づ
く
・
耳
元
で
話
す
者
が
圧
倒
的
に

多
く
、
音
声
会
話
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
回
答
が
目
立
っ
た
。
一
方
で
、

視
覚
で
の
意
思
疎
通
を
試
み
よ
う
と
す
る
回
答
も
多
か
っ
た
。
文
字
を
用

い
た
伝
達
手
段
の
う
ち
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
い
っ
た
携
帯
端
末
の
使
用

を
前
提
と
し
た
回
答
が
突
出
し
て
い
る
。

一
‐
四　

静
粛
環
境
下
で
の
意
思
疎
通
手
段

　

静
粛
環
境
下
に
つ
い
て

も
、
Ｑ
２
「
Ｑ
１
の
よ
う

な
場
所
で
会
話
し
た
い
場

合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
手

段
で
会
話
し
ま
す
か
。」

と
尋
ね
た
。
そ
の
結
果
は

表
4
の
と
お
り
だ
っ
た
。

　

静
粛
が
求
め
ら
れ
る
場

面
に
お
い
て
も
、
や
は
り

音
声
で
話
そ
う
と
す
る
者

が
多
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
用
し
よ
う
と
す
る

者
も
多
い
。

一
‐
五　

騒
音
環
境
で
の
意
思
疎
通
手
段
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

　

使
用
し
て
い
る
手
段
に
つ
い
て
、
Ｑ
３
と
し
て
、「
Ｑ
２
の
手
段
の
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
騒

音
環
境
下
に
つ
い
て
は
、
表
5
の
よ
う
な
回
答
が
得
ら
れ
た
。

　

音
声
を
用
い
て
大
声
で
話
す
・
声
量
を
上
げ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
タ
イ
ム
ラ
グ
な
く
そ
の
場
で
伝
え
ら
れ
る
点
や
音
声
会
話
が
成
立
す

る
点
が
挙
げ
ら
れ
た
一
方
で
、
自
ら
が
騒
音
を
出
す
こ
と
で
周
囲
の
迷
惑

に
な
る
点
、
発
話
者
本
人
が
喉
を
つ
ぶ
し
か
ね
な
い
点
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
時
期
な
ど
で
の
感
染
リ
ス
ク
、
そ
し
て
、
周
囲
に
聞
か
れ
た
く
な
い
話

題
は
話
せ
な
い
と
い
っ
た
点
が
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、

耳
元
で
話
す
・
近
づ
く
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
音
声
会
話
が
成
立

す
る
も
の
の
、
感
染
リ
ス
ク
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
ス
ペ
ー
ス
の
観
点
か
ら
相
手

に
嫌
悪
感
を
抱
か
せ
る
可
能
性
が
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

文
字
を
用
い
て
伝
え
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
聞
き
間
違
い
が

な
い
点
、
騒
音
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
点
、
大
声
を
出
す
必
要
が
な

い
こ
と
や
音
声
と
異
な
り
聞
き
返
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
文
字
を
打
つ
た
め
に
時
間
が
か
か
り
、
会
話
の
テ
ン
ポ

が
遅
く
な
る
こ
と
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
筆
記
用
具
の
よ
う
な
道
具
が

必
要
と
な
る
デ
メ
リ
ッ
ト
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
意
思

疎
通
の
場
面
で
は
、
そ
の
場
に
い
る
意
味
が
な
く
な
る
と
の
指
摘
も
あ
っ

た
。

表 4：静粛環境での意思疎通手段
感
覚 具体的な手段 回答数

聴　
　

覚

小声で話す
耳元で話す
静かな場所に移動して話す
モールス信号

11
1
6
1

視　

覚

スマートフォンを使用（LINE、テキスト、SNS 経由）
筆談
ジェスチャー・身振り手振り
口パク
手話
その他（手旗信号、視線、表情、念力）

18
9
7
2
6
4

計 65



61　　日本の言語「日本手話」の普及を

一
‐
六　

静
粛
環
境
で
の
意
思
疎
通
手
段
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

　

使
用
し
て
い
る
手
段
に
つ
い
て
、
Ｑ
３
と
し
て
、「
Ｑ
２
の
手
段
の
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。」
と
尋
ね
た
。
静
粛
環
境

下
に
つ
い
て
は
、
表
6
の
回
答
が
得
ら
れ
た
。

　

静
粛
環
境
を
求
め
ら
れ
る
場
面
で
多
数
が
用
い
よ
う
と
し
て
い
た
小
声

で
話
す
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
何
も
使
わ
ず
に
正
確
に
伝
え
ら
れ
る
点
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
他
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
は
、

場
面
に
よ
っ
て
は
完
全
に
不
適
切
だ
ろ
う
。
実
際
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
指
摘
は
、
他
者
へ
の
迷
惑
を
意
識
し
た
も
の
が
並
ん
で

い
る
。
他
者
に
対
す
る
迷
惑
と
な
ら
な
い
特
長
は
、
文
字
を
用
い
て
伝
え

る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
筆
記
用
具
を
必
要
と
し
、
誤
解
を
招
き
や
す
い
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
結
果
か
ら
特
筆
す
べ
き
は
、
困
難
を
覚
え
な
が
ら
も
両
環
境
下

に
お
い
て
音
声
会
話
に
固
執
し
て
い
る
人
々
の
姿
で
あ
る
。
し
か
し
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
騒
音
環
境
下
で
は
身
体
的
な
苦
痛
を
伴
い
、
静
粛
環

境
下
で
は
周
囲
へ
の
迷
惑
と
な
る
。
調
査
回
答
に
は
な
か
っ
た
が
、
音
声

会
話
を
し
た
ば
か
り
に
目
当
て
の
小
動
物
が
逃
げ
去
る
、
試
験
監
督
が
騒

音
源
に
な
る
と
い
っ
た
滑
稽
な
様
子
も
し
ば
し
ば
目
に
す
る
光
景
で
あ
る
。

も
し
、
音
声
会
話
に
替
わ
る
伝
達
手
段
が
あ
れ
ば
、
両
環
境
下
に
お
い
て
、

よ
り
快
適
な
意
思
疎
通
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

表 5：騒音環境での意思疎通手段のメリットとデメリット
具体的な手段 メリット デメリット

大声で話す タイムラグなく会話できる
声で聞こえる

さらにうるさくなる
周囲の迷惑になる
喉をつぶす
疲れる
感染リスクが高まる
周囲に会話内容が聞こえてしまう

相手に近づく・耳元で話す 聞こえやすくなる 感染リスクが高まる
距離に抵抗を感じる

静かな場所に移動して話す 普通に会話できる 不便・面倒
イヤホンの使用 聞き取りやすい 自分が大声を出すことで周囲の迷惑になる
スマートフォンの使用
（LINE、テキスト、SNS 経
由）

聞き間違いがない
どこでもできる
他人の迷惑にならない
会話が成立する
騒音に影響されない
大声を出さなくて良い
何度も聞き返されることがない
タイムリーにメッセージが届く

文字を打つ時間や手間がかかる
テンポがゆっくりになる
その場にいる意味がなくなる
意思を間違う可能性が高い
機器が必要になる
外だと日光が反射して良く見えないことがある
充電が少ないと使えない
テキストは感情が伝わりづらい
人が多すぎるとつながらない
相手の顔が見えない

筆談 必ず伝わる 感情が伝わらない
ジェスチャー どれだけの気持ちで相手に伝えた

いかが分かる
なんとなくでも理解できる
大声を出さなくて良い

他人の邪魔になる可能性
本意が伝わらない
勘違いされる

手話 会話できる 習得に時間がかかる
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表 6：静粛環境での意思疎通手段のメリットとデメリット
具体的な手段 メリット デメリット

小声で話す 何も使わずにできる
正確に伝わる
他人の迷惑にならない

怒られるかもしれない
正確に伝わらない
周囲に気を遣う
感情を抑制せざるを得ない
周囲の人が悪口を言っているように思
うかもしれない

耳元で話す 盛り上がると声量が上がってしまう

静かな場所に移動して話す 普通に会話できる 映画館のような場合、移動中に周囲の
迷惑になる
外が寒いことがある
移動が面倒
タイムラグが発生する

モールス信号 伝わる 音が出る
スマートフォンの使用
（LINE、テキスト、SNS 経
由）

注意されずに済む
音を立てない
人に迷惑をかけない
正確に伝わる
隣同士で通信する行為自体に面白さを
感じる
素早く伝えられる

スマートフォンが必須
必要なときの会話に困る
面倒くさい
感情が伝わりにくい
細かいニュアンスが伝わりにくい
誤解を招きやすい
表情が確認できない
そのままケータイをいじってしまう、
集中してしまう
文字を打つのが遅い人がいる
情報量が圧倒的に減る

筆談 正確に伝えられる
うるさくない

道具が要る　
うまく伝わらない

ジェスチャー 声を出さなくても伝わる 伝わらない
意味を捉え間違えることもある

手旗信号 できるのが私だけ
手話 道具が要らない

早く伝えることができる
習得に時間がかかる
覚えるのが大変
難しい
双方が理解していないといけない
音が出ない

その他（視線） 周囲に迷惑をかけないで意思疎通する
ことができる

正確ではない誤った会話の内容の可能
性がある
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双
方
向
通
信
に
は
不
向
き
で
あ
る
。

　

人
々
は
、
ラ
イ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
言
葉
に
よ
っ
て
、
人
間

関
係
を
築
く九
。
音
声
会
話
に
よ
ら
な
い
、
も
う
ひ
と
つ
の
会
話
手
段
を

人
々
が
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
は
、
日
常
の
騒
音
や
静
粛
を
求
め
ら
れ
る

環
境
下
に
お
い
て
も
、
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
状
況
に
陥
っ
た
と
し
て
も
、
音
声
に

よ
る
発
話
に
伴
う
制
約
か
ら
我
々
を
解
放
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

〝
も
し
も
〞
に
備
え
る
観
点
か
ら
も
、
既
存
の
視
覚
言
語
で
あ
る
手
話
を
、

音
声
言
語
に
替
わ
る
伝
達
手
段
と
し
て
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
提
言
し
た
い
。

三
、〝
も
し
も
〞
に
備
え
る
必
要
性

　

人
々
は
、
騒
音
環
境
下
や
静
粛
が
強
い
ら
れ
る
環
境
下
で
、
音
声
会
話

の
不
都
合
を
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
音
声
会
話
に
固
執
す
る
姿
が
調

査
か
ら
う
か
が
え
た
が
、〝
も
し
も
〞
の
視
点
か
ら
の
音
声
会
話
の
不
都

合
に
つ
い
て
指
摘
し
て
み
よ
う
。

　

我
が
国
に
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
保
持
者
に
限
っ
て
も
聴
覚
・
言
語

障
害
者
が
三
四
万
人
い
る
と
い
う一
〇。
こ
れ
は
、
全
人
口
一
億
二
五
〇
〇
万

人
の
〇
・
三
％
を
占
め
る
数
値
と
な
る
。
音
声
言
語
に
よ
る
意
思
疎
通
に

困
難
を
覚
え
て
い
る
当
事
者
と
い
え
る
人
々
が
占
め
る
割
合
は
低
い
。
し

か
し
、
聴
力
の
側
面
で
困
難
に
直
面
し
て
い
る
人
々
の
数
は
、
少
な
い
と

は
い
え
な
い
実
態
が
あ
る
。

二
、
音
声
会
話
に
替
わ
る
伝
達
手
段

　

今
回
実
施
し
た
調
査
の
回
答
者
は
、
音
声
会
話
の
代
替
手
段
と
し
て
、

視
覚
に
よ
る
伝
達
手
段
を
用
い
よ
う
と
し
、
主
と
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
に
よ
る
文
字
に
よ
る
意
思
疎
通
を
試
み
て
い
る
。
確
か
に
、
騒
音
環
境

で
も
使
え
、
遠
い
所
と
話
せ
、
音
を
出
せ
な
い
所
で
話
せ
、
ウ
イ
ル
ス
の

飛
沫
感
染
を
強
く
意
識
し
て
い
た
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
と
き
に
も
使
え
る

手
段
で
あ
る
。
た
だ
し
、
画
面
や
筆
記
用
具
が
使
用
で
き
る
場
合
に
限
る
。

　

人
々
が
現
在
使
用
し
て
い
る
手
段
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮

す
る
と
、
道
具
な
し
に
正
確
に
意
思
疎
通
で
き
る
手
段
こ
そ
が
望
ま
し
い

の
で
あ
る
。
そ
の
有
望
な
候
補
は
、
騒
音
環
境
で
も
静
粛
環
境
で
も
使
え
、

あ
る
程
度
距
離
を
離
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
環
境
で
も
使
え
る
視
覚
に

よ
る
手
段
だ
ろ
う八
。

　

視
覚
を
用
い
て
意
思
疎
通
す
る
手
段
と
し
て
良
く
知
ら
れ
る
も
の
に
は
、

野
球
選
手
ら
が
使
用
す
る
サ
イ
ン
を
は
じ
め
、
空
港
の
マ
ー
シ
ャ
ラ
ー
や

警
察
官
に
よ
る
手
信
号
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
極
め
て
限
定
的
な

場
面
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
表
現
対
象
も
ま
た
限
定
的
で
あ
る
。
津

波
フ
ラ
ッ
グ
の
よ
う
な
避
難
喚
起
の
合
図
は
、
特
定
の
要
件
の
伝
達
に
し

か
使
え
な
い
。
船
舶
で
使
用
さ
れ
る
手
旗
信
号
は
、
五
十
音
や
数
字
を
示

す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
さ
ら
に
表
現
の
幅
は
広
が
る
も
の
の
、
大
型
の

旗
を
使
用
し
て
の
遠
距
離
通
信
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
常
会

話
で
の
利
便
性
は
劣
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
こ
れ
ら
の
手
段
は
、
同
時
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多
く
の
人
々
は
、
音
声
会
話
に
依
存
し
た
生
活
を
営
ん
で
い
る
。
し
か

し
、
人
生
の
途
中
で
、
音
声
会
話
が
困
難
と
な
る
可
能
性
は
低
い
と
は
い

え
な
い
よ
う
だ
。
中
途
発
話
障
害
や
中
途
難
聴
や
中
途
失
聴
に
な
る
可
能

性
は
、
す
べ
て
の
人
に
あ
る
。
聴
覚
障
害
に
関
す
る
統
計
資
料
と
質
的
資

料
が
豊
富
と
は
い
え
な
い
た
め一
一、
断
片
的
な
推
計
と
な
る
が
、
四
五
歳
以

上
の
全
人
口
の
一
五
％
前
後
が
難
聴
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
も
若
く
し
て
難

聴
の
症
状
が
認
め
ら
れ
る
全
人
口
の
六
・
七
％
を
考
慮
し
て
も
、
中
途
難

聴
リ
ス
ク
は
約
一
〇
％
と
な
る一
二。
こ
の
約
一
〇
％
に
は
、
騒
音
性
、
突
発

性
、
聴
神
経
腫
瘍
な
ど
に
起
因
す
る
症
状
が
含
ま
れ
る
が
、
大
部
分
は
加

齢
性
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
〇
人
に
一
人
の
将
来
に
は
、
音

声
会
話
に
困
難
を
覚
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
、
高
齢
社
会
が
進
行
す

る
と
、
さ
ら
に
そ
の
割
合
は
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
に
近
い
推
定

値
と
し
て
、
日
本
補
聴
器
工
業
会
は
、
約
一
四
〇
〇
万
人
が
聞
こ
え
に
く

さ
を
持
つ
と
し
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
、
我
が
国
の
人
口
の
一
割
を
超
え

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
大
部
分
の
約
一
二
〇
〇
万
人
は
補
聴
器
等
を
使

用
し
て
い
な
い
と
見
込
ま
れ
て
い
る一
三。
さ
ら
に
、
別
の
推
定
値
は
、
よ
り

多
く
の
人
々
に
難
聴
症
状
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
電
通
は
、
難
聴

自
覚
者
数
を
三
三
八
六
万
人
と
推
定
し一
四、
こ
れ
は
、
人
口
の
三
四
％
に
も

達
す
る
の
で
あ
る
。
も
は
や
、
確
率
で
み
れ
ば
、
そ
こ
か
し
こ
に
聴
覚
に

不
都
合
を
感
じ
て
い
る
人
が
い
る
現
状
が
あ
る
。
彼
ら
の
な
か
に
は
、
意

図
せ
ず
に
難
聴
症
状
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
者
が
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

　

難
聴
者
本
人
は
、
そ
れ
ま
で
の
聴
力
が
変
化
し
、
聞
こ
え
づ
ら
い
、
聞

こ
え
な
い
と
い
う
症
状
に
悩
ま
さ
れ
る
。
音
声
を
聴
取
し
発
声
す
る
こ
と

が
困
難
に
な
る
こ
と
か
ら
、
他
人
と
の
接
触
を
躊
躇
す
る
よ
う
に
な
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
周
囲
の
人
々
も
ま
た
、
伝
わ
り
づ
ら
い
、
伝
わ
ら

な
い
と
い
う
状
態
に
直
面
す
る
。
次
第
に
、
本
人
は
孤
立
し
、
周
囲
の

人
々
も
ま
た
距
離
を
置
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
の
結
果
、
精
神
的

に
傷
を
負
っ
て
、
引
き
こ
も
り
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う一
五。
高
齢
者
の

平
均
聴
力
は
、
八
〇
歳
を
超
え
る
と
補
聴
器
の
使
用
が
勧
め
ら
れ
る
レ
ベ

ル
に
ま
で
進
む一
六。

　

と
こ
ろ
が
、
補
聴
器
を
装
着
し
て
も
、
難
聴
者
の
症
状
に
よ
っ
て
そ
の

有
効
性
は
異
な
る
。
人
に
よ
っ
て
、
聞
こ
え
る
音
域
は
異
な
り
、
特
定
の

子
音
が
聞
こ
え
づ
ら
い
と
い
う
症
状
も
あ
り
、
結
果
的
に
補
聴
器
を
装
着

し
な
い
方
が
意
思
疎
通
し
や
す
い
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
補
聴
器
に
は
、

指
向
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
音
源
の
方
向
や
距
離
に
よ
っ
て
は
十
分
に
音

を
受
信
し
な
い
。
そ
し
て
、
補
聴
器
は
空
気
電
池
等
の
電
源
を
要
す
る
た

め
、
こ
れ
が
切
れ
る
と
機
能
を
失
う
。
人
工
内
耳
も
ま
た
電
源
を
要
す
る

た
め
、
同
様
で
あ
る
。
被
災
時
に
は
、
特
に
こ
う
し
た
機
器
類
の
仕
様
が

重
大
な
問
題
と
な
る
。
補
聴
器
本
体
や
電
池
を
紛
失
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、

聴
覚
に
よ
る
情
報
入
手
が
困
難
に
な
る
の
で
あ
る一
七。
ま
た
、
周
囲
の
雑
音

が
大
き
い
環
境
で
も
、
補
聴
器
は
有
効
に
機
能
し
な
い
。
周
囲
の
雑
音
が

大
き
い
避
難
所
等
で
の
意
思
疎
通
が
一
層
困
難
に
な
る
こ
と
で
、
た
だ
で

さ
え
心
理
的
負
担
の
増
す
被
災
時
に
、
補
聴
器
使
用
者
の
ス
ト
レ
ス
は
さ

ら
に
増
し
て
し
ま
う
こ
と
だ
ろ
う
。
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我
が
国
は
、
災
害
大
国
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
台
風
や
地
震
被
害
に
遭
っ

て
き
た
。
さ
ら
に
は
気
候
変
動
問
題
が
重
な
り
、
不
謹
慎
な
が
ら
、
今
後

も
何
ら
か
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
音
声
言
語
に
替
わ
る
意
思
疎
通
の
手
段
を
準
備
し
た
方
が
、
将

来
の
備
え
と
し
て
合
理
的
な
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

四
、
日
本
手
話
の
普
及
を

　

私
た
ち
は
、
手
話
の
こ
と
を
ど
の
程
度
わ
か
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

手
話
に
つ
い
て
は
、
よ
く
次
の
よ
う
な
質
問
が
聞
か
れ
ま
す
。

「
手
話
っ
て
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
し
ょ
」

「
手
話
っ
て
、
世
界
共
通
な
ん
で
し
ょ
」

「
手
話
っ
て
、
日
本
語
を
手
で
表
現
し
て
る
ん
で
す
か
？
」

「
ろ
う
者
な
ら
、
み
ん
な
手
話
を
使
え
る
ん
で
す
よ
ね
」

　

こ
れ
ら
は
す
べ
て
誤
解
で
す
。

吉
開
章
（
二
〇
二
一
）『
ろ
う
と
手
話
』
筑
摩
選
書
一
四
頁

　

手
話
に
関
心
の
あ
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
が
誤
解
だ
と
い
う
こ

と
は
共
通
認
識
だ
ろ
う
が
、
筆
者
の
周
囲
で
は
、
意
外
に
も
知
ら
れ
て
い

な
い
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。
手
話
を
必
要
と
し
な
い
ま
ま
生
活
し
て
い
る

人
々
に
と
っ
て
は
致
し
方
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
手

話
を
必
要
と
す
る
当
事
者
に
な
っ
た
こ
と
が
な
く
、
手
話
で
話
す
人
々
の

人
口
比
率
が
低
い
た
め
、
手
話
話
者
と
知
り
合
う
機
会
も
ま
た
少
な
い
か

ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
手
話
は
、
手
話
話
者
や
そ
の
周
辺
に
い
る
人
々
に

よ
っ
て
福
祉
の
文
脈
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
福
祉
に
関
心

の
あ
る
人
々
の
間
で
の
限
定
的
普
及
に
留
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

多
く
の
人
々
が
あ
ま
り
知
ら
な
い
手
話
を
周
知
し
よ
う
と
す
る
際
に
は
、

ど
の
手
話
を
普
及
さ
せ
る
べ
き
か
と
い
う
選
択
問
題
に
直
面
す
る
。
一
括

り
に
手
話
と
述
べ
て
き
た
が
、
実
は
複
数
の
種
類
の
手
話
が
存
在
す
る
。

な
か
で
も
話
者
が
多
い
の
が
、
日
本
語
対
応
手
話
と
日
本
手
話
、
そ
し
て

両
者
の
中
間
に
相
当
す
る
混
成
手
話
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
手
話
と
は
、
主
に
ろ
う
者
の
間
で
使
用
さ
れ
て
い
る
手
話
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
我
が
国
に
存
在
す
る
言
語
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が一
八、
こ
れ
を
母
語

と
す
る
の
は
推
定
六
万
人
（
人
口
の
〇
・
〇
五
％
）
に
過
ぎ
な
い一
九。
話
者

数
で
い
え
ば
、
日
本
手
話
よ
り
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
語
の

文
法
に
沿
っ
て
手
話
表
現
を
並
べ
る
手
指
日
本
語
（
日
本
語
対
応
手
話
）

や
、
日
本
手
話
と
日
本
語
対
応
手
話
の
中
間
に
相
当
す
る
混
成
手
話
と
考

え
ら
れ
て
い
る二
〇。
し
か
し
、
都
築
（
二
〇
二
二
）
は
、
こ
う
し
た
分
類
自

体
を
問
題
視
し
て
い
る
し二
一、
佐
々
木
・
久
保
田
（
二
〇
〇
二
）
の
よ
う
に
、

日
本
手
話
は
日
本
語
だ
と
の
主
張
も
あ
る二
二。
木
村
（
二
〇
一
一
）
は
、
日

本
語
対
応
手
話
は
日
本
語
を
視
覚
的
に
表
現
し
た
日
本
語
の
一
種
た
る

「
手
指
日
本
語
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
日
本
語
と
異
な
る
言
語
体
系
を

も
つ
「
日
本
手
話
」
と
区
別
す
る
だ
け
で
な
く
、
聴
者
の
間
で
手
指
日
本
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語
が
普
及
す
る
こ
と
は
、
ろ
う
者
が
十
分
に
解
せ
な
い
言
葉
を
聴
者
と
ろ

う
者
の
共
通
語
と
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と
論
じ
て
い
る二
三。

　

ま
た
、
日
本
手
話
は
、
危
機
言
語
の
ひ
と
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
話
者
数
が
少
な
く
、
ろ
う
者
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
、
ろ
う
者
に

よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
言
語
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
重
度
難
聴
者
と
し

て
手
話
を
必
要
と
し
て
い
た
症
状
の
人
々
が
、
補
聴
器
等
の
補
聴
技
術
の

発
達
に
よ
り
、
音
声
会
話
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
聾
学
校

で
も
、
ろ
う
者
に
日
本
語
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
に
手
指
日
本
語
を
導

入
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
日
本
手
話
が
使
用
さ
れ
る
の
は
、
親
が
ろ
う
者

で
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
て
き
て
い
る
と
い
う二
四。
し
か
も
、
ろ
う
者
が
通
う

聾
学
校
で
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
手
話
の
使
用
を
厳
し
く
禁
じ
て
口
話
法

を
強
い
て
い
た
た
め二

五、
日
本
手
話
の
話
者
は
減
少
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

確
か
に
、
流
暢
に
操
る
者
が
多
い
日
本
語
に
依
拠
し
た
日
本
語
対
応
手

話
は
、
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
な
じ
み
や
す
い
性
質
を
も
っ
て
い
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
相
対
的
に
話
者
が
少
数
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

言
語
の
多
様
性
の
保
存
と
い
う
観
点
や
、
公
正
さ
と
い
う
意
味
に
お
い
て

は
、
ろ
う
者
と
聴
者
を
問
わ
ず
日
本
手
話
を
操
れ
る
者
が
増
え
る
こ
と
が

望
ま
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
聴
者
が
音
声
会
話
に
替

え
て
使
用
し
、
普
及
す
べ
き
視
覚
言
語
と
し
て
は
、
日
本
手
話
こ
そ
が
望

ま
し
い
言
語
と
考
え
る
。
日
本
学
術
会
議
が
、
日
本
語
対
応
手
話
を
音
声

日
本
語
に
依
拠
し
た
も
の
と
し
、
日
本
手
話
の
み
を
手
話
言
語
と
し
て

扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も二
六、
順
当
だ
と
判
断
す
る
。

　

日
本
語
を
日
常
的
に
使
用
し
て
い
る
多
く
の
聴
者
に
と
っ
て
、
日
本
手

話
は
、
第
二
言
語
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
我
々
は
、
学
校
教

育
に
お
い
て
、
英
語
を
第
二
言
語
と
し
て
学
ん
で
き
た
。
多
く
の
人
々
は
、

中
学
校
か
ら
高
校
ま
で
の
六
年
間
を
費
や
し
て
き
た
。
そ
れ
以
降
に
も
大

学
や
英
会
話
サ
ー
ク
ル
等
で
学
ん
で
い
る
者
も
少
な
く
な
い
。
英
語
教
育

の
結
果
が
ど
う
か
と
い
え
ば
、
た
と
え
ば
、
杉
田
（
二
〇
〇
四
）
は
、
ほ

と
ん
ど
の
日
本
人
は
英
会
話
が
で
き
な
い
が
、
学
習
機
会
が
多
か
っ
た
者

の
英
会
話
力
は
高
く
な
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る二
七。

日
本
人
の
英
語
を
操
る
力
が
低
調
と
い
う
実
情
は
変
わ
ら
な
い
ま
ま
長
年

が
経
過
し
、
つ
い
に
は
機
械
自
動
翻
訳
の
精
度
が
実
用
上
の
問
題
が
な
い

ほ
ど
に
ま
で
向
上
し
て
し
ま
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
外
国
語
の
学
習
に
は
、

異
国
語
を
解
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
言
語
を
通
し
て
、
異
文
化
や
思

想
を
理
解
す
る
と
い
っ
た
役
割
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
外

国
語
学
習
の
対
象
を
主
に
英
語
と
し
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
継
続
す
る
こ
と
も
必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
将
来
へ
の

備
え
の
観
点
か
ら
、
英
語
に
加
え
て
、
日
本
手
話
を
学
ぶ
機
会
を
増
や
せ

な
い
だ
ろ
う
か二
八。
あ
る
い
は
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
い
え
ば
、
か
つ
て
英
語

教
育
が
担
っ
て
き
た
外
国
語
学
習
の
役
割
を
、
日
本
手
話
に
求
め
る
こ
と

も
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
二
言
語
と
し
て
の
学
習
対
象
を
、
日

本
語
で
は
な
い
日
本
に
あ
る
言
語
「
日
本
手
話
」
に
変
更
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
言
語
政
策
の
視
点
か
ら
も
大
き
な
論
点
と
な
る
課
題
だ
が
、
一

考
す
る
価
値
が
あ
る
と
考
え
る
。
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本
章
の
冒
頭
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
同
じ
国
に
住
む
者
の
視
覚
言
語
が
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
実
態
が
あ
る
。
細
谷
（
二
〇
一
四
）
は
、
国
語

教
科
者
に
手
話
に
関
す
る
記
述
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
り
、
そ
の
内
容
に

誤
り
が
あ
っ
た
り
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が二
九、
外
国
語
の
前
に
、
我

が
国
で
使
わ
れ
て
い
る
日
本
語
以
外
の
言
葉
、「
日
本
手
話
」
に
目
を
向

け
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

五
、
日
本
手
話
普
及
の
試
算

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
領
域
で
、
新
製
品
が
普
及
す
る
様

子
を
予
測
し
よ
う
と
す
る
数
理
モ
デ
ル
の
代
表
的
な
も
の
の
ひ
と
つ
が

「
バ
ス
モ
デ
ル
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
部
の
消
費
者
が
新
製
品
を
購
入

す
る
と
、
そ
の
様
子
を
見
聞
き
し
た
別
の
消
費
者
た
ち
が
そ
の
製
品
を
購

入
し
始
め
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
購
入
頻
度
が
低
い
耐
久
消
費
財

の
需
要
予
測
に
有
効
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

　

バ
ス
モ
デ
ル
は
、
次
の
モ
デ
ル
式
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

N
t =N

t-1 +p

（m
-N
t-1

）+q

（N
t-1 /m

）（m
-N
t-1

）

Nt : 

ｔ
期
ま
で
の
累
積
購
入
者
数

Nt-1 : t-1 : t-1
ｔ

－

１
期
の
購
入
者
数

　
ｐ : 

外
的
影
響
係
数

　
ｑ : 

内
的
影
響
係
数

　
ｍ : 

潜
在
的
市
場
規
模

　

端
的
に
い
え
ば
、
こ
の
モ
デ
ル
式
は
、
あ
る
耐
久
消
費
財
の
新
製
品
を

購
入
し
た
人
の
数
を
、
誰
か
や
何
か
に
影
響
さ
れ
ず
に
購
入
し
た
人
と
誰

か
や
何
か
に
影
響
さ
れ
て
購
入
し
た
人
の
数
の
合
計
で
表
現
し
、
い
つ
頃

に
販
売
数
量
が
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
を
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ｐ
は
、
誰
か
や
何
か
に
影
響
さ
れ
な
い
で
購
入
す
る
確
率
を
示
し
、
ｑ
は
、

誰
か
や
何
か
に
影
響
さ
れ
て
購
入
す
る
確
率
を
示
し
て
い
る
。
ｍ
は
、
そ

の
新
製
品
が
市
場
で
購
入
さ
れ
る
可
能
性
の
最
大
値
を
示
す
。

　

甚
だ
乱
暴
な
試
み
と
な
る
が
、
バ
ス
モ
デ
ル
や
そ
の
改
良
モ
デ
ル
は
、

小
売
サ
ー
ビ
ス
、
産
業
技
術
、
農
業
、
教
育
、
医
薬
品
と
い
っ
た
様
々
な

市
場
を
対
象
に
も
使
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら三
〇、
新
し
い
耐
久
消
費
財
の

購
入
を
新
し
い
言
語
の
導
入
と
読
み
替
え
る
こ
と
で
、
日
本
手
話
の
普
及

の
試
算
に
転
用
し
て
み
よ
う
。

　

通
常
は
、
新
製
品
市
場
導
入
後
の
一
定
期
間
の
累
積
購
入
者
数
か
ら
各

係
数
を
推
定
し
よ
う
と
す
る
が
、
今
回
は
、
普
及
過
程
が
標
準
的
な
バ
ス

モ
デ
ル
に
従
う
と
仮
定
す
る
。
こ
こ
で
、
各
係
数
を
い
か
に
見
積
も
る
か

と
い
う
問
題
が
生
じ
る
が
、
メ
タ
ア
ナ
リ
シ
ス
が
示
す
係
数
の
平
均
値

ｐ=

〇
・
〇
三
、
ｑ=

〇
・
三
八
を
使
用
す
る
こ
と
に
す
る三
一。
で
は
、
ｍ

に
つ
い
て
は
ど
う
扱
う
べ
き
だ
ろ
う
か
。
仮
に
、
将
来
の
我
が
国
の
人
口
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の
一
割
が
一
定
の
日
本
手
話
会
話
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
状
態
を
目
標
と

し
、
ｍ=

一
〇
〇
〇
万
人
と
し
て
み
よ
う
。
政
策
的
関
与
を
何
ら
実
施

し
な
い
場
合
、
バ
ス
モ
デ
ル
のp

（m
-N
t-1

）
項
か
ら
、
特
定
期
間
の
初
年

度
に
誰
か
や
何
か
に
影
響
さ
れ
ず
に
手
話
学
習
を
し
よ
う
と
す
る
者
を
仮

に
三
〇
万
人
と
す
る
。

　

英
語
学
習
の
代
わ
り
に
日
本
手
話
学
習
を
導
入
す
る
か
ど
う
か
、
日
本

手
話
の
教
員
を
ど
う
確
保
す
る
か
と
い
っ
た
実
務
上
の
課
題
を
無
視
し
て三
二、

義
務
教
育
と
し
て
日
本
手
話
学
習
を
実
施
し
た
な
ら
ば
、
毎
年
一
〇
〇
万

人
の
学
習
者
が
誕
生
す
る
。
そ
し
て
、
各
学
習
者
に
と
っ
て
最
初
の
年
度

末
に
は
、
初
歩
レ
ベ
ル
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
手
話
会
話
力
を
身
に
つ
け
た

者
が
、
一
〇
〇
万
人
誕
生
す
る
の
で
あ
る
。
任
意
で
購
入
す
る
新
製
品
と

異
な
り
、
義
務
教
育
の
場
面
を
設
定
し
て
い
る
た
め
、
毎
年
こ
の

一
〇
〇
万
人
が
累
積
し
て
ゆ
く
。
さ
ら
に
、
義
務
教
育
で
の
学
習
者
の
影

響
が
伝
播
す
る
こ
と
を
含
め
る
と
、
二
年
目
に
は
国
内
に
一
七
〇
万
人
の

学
習
者
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
、
三
年
目
に
四
四
九
万
人
が
、

四
年
目
に
六
六
〇
万
人
が
、
五
年
目
に
は
八
五
五
万
人
を
数
え
、
六
年
目

に
は
一
〇
〇
〇
万
人
を
超
え
る
（
図
1
）。

　

実
際
に
ど
の
よ
う
な
教
育
を
ど
の
程
度
の
時
間
や
エ
フ
ォ
ー
ト
で
実
施

す
る
の
か
と
い
っ
た
課
題
に
触
れ
な
い
ま
ま
の
極
め
て
雑
駁
か
つ
多
く
の

仮
定
に
基
づ
く
試
算
で
あ
り
、
し
か
も
生
徒
か
ら
の
外
部
へ
の
影
響
を
算

入
す
る
と
い
う
楽
観
的
な
要
素
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
も
の
の
、
毎
年
単

純
に
一
〇
〇
万
人
ず
つ
累
積
し
て
一
〇
〇
〇
万
人
に
到
達
す
る
ま
で
に
十

0

200

400

600

800

1000

1200

初年度 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目

図 1：日本手話話者数普及の試算（義務教育導入の場合）



69　　日本の言語「日本手話」の普及を

年
間
か
か
る
よ
り
も
、
短
期
間
に
広
範
に
普
及
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
が

わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
語
学
学
習
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
学
習

者
の
流
暢
さ
の
程
度
に
も
差
異
が
生
じ
る
こ
と
に
も
な
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
る
が
、
大
掛
か
り
な
工
事
を
伴
う
イ
ン
フ
ラ
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
面
で
の

〝
も
し
も
〞
へ
の
備
え
に
比
べ
て
、
相
対
的
に
短
期
間
で
完
遂
で
き
る
ソ

フ
ト
面
で
の
〝
も
し
も
〞
へ
の
備
え
と
な
る
。
そ
し
て
、
難
聴
症
状
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
聴
者
の
日
常
生
活
で
の
利
便
性
の
向
上
に
も
つ
な

が
っ
て
ゆ
く
。

　

国
レ
ベ
ル
で
の
日
本
手
話
の
義
務
教
育
へ
の
導
入
は
、
教
育
へ
の
国
家

介
入
の
程
度
や
言
語
の
選
択
の
自
由
性
と
い
っ
た
言
語
政
策
上
の
論
点
が

容
易
に
想
像
で
き
る
こ
と
か
ら
、
一
朝
一
夕
の
実
施
は
相
当
に
困
難
で
あ

る
。
し
か
し
、
相
対
的
に
小
規
模
で
あ
る
市
町
村
の
よ
う
な
範
囲
で
あ
れ

ば
、
実
行
性
は
高
ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
市
町
村
の
教
育
委
員
会

は
、
学
校
教
育
事
業
全
般
の
業
務
を
担
っ
て
い
る
。
教
育
課
程
や
教
科
書

採
択
に
関
す
る
権
限
も
有
し
て
い
る
。
日
本
手
話
の
普
及
に
賛
同
す
る
教

育
委
員
会
に
は
、
本
稿
の
提
言
を
ご
一
考
い
た
だ
き
た
い
。
す
べ
て
の
住

民
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
街
づ
く
り
を
標
榜
す
る
自
治
体
首
長
に
も
参
考

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

人
々
の
間
の
情
報
伝
播
に
影
響
力
の
あ
る
メ
デ
ィ
ア
の
行
動
変
化
に
も

期
待
し
た
い
。
た
と
え
ば
、
既
に
広
く
導
入
さ
れ
な
が
ら
放
映
画
面
か
ら

外
さ
れ
て
い
る
自
治
体
首
長
の
会
見
な
ど
で
の
手
話
通
訳
者
の
姿
を
映
し

込
み
、
多
く
の
テ
レ
ビ
番
組
の
ワ
イ
プ
画
面
に
手
話
通
訳
者
が
出
演
す
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
さ
ら
に
普
及
や
言
語
習
得
の
速
度
は
向
上
す
る
だ
ろ
う
。

聞
こ
え
な
い
人
に
と
っ
て
は
、
日
常
に
こ
そ
手
話
通
訳
が
必
要
な
の
で
あ

り三
三、
学
習
者
に
と
っ
て
も
触
れ
る
機
会
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
良
い
の
で

あ
る
。

　

ろ
う
者
が
使
用
す
る
言
語
が
手
話
だ
と
認
識
し
て
き
た
多
く
の
人
々
が
、

将
来
、
手
話
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
く
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
、

現
在
も
手
話
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
日
常
生
活
の
利
便
性
が

向
上
す
る
こ
と
を
認
識
し
た
と
き
、
手
話
の
普
及
に
弾
み
が
つ
く
と
考
え

る
。
多
く
の
人
々
が
手
話
の
有
用
性
を
認
識
す
る
こ
と
は
、
ろ
う
者
の
世

界
と
聴
者
の
世
界
の
境
界
を
少
し
だ
け
で
も
霞
ま
せ
る
こ
と
に
な
り
、
両

者
の
意
思
疎
通
の
方
法
を
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
形
に
変
化
さ
せ
る
こ
と

だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
マ
ス
ク
着
用
の
浸
透
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
課
題
を
顕
在
化
さ
せ
た
。
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
読

唇
術
を
活
用
し
て
い
た
人
々
は
、
マ
ス
ク
に
よ
っ
て
そ
れ
が
で
き
な
く
な

り
、
日
本
手
話
話
者
は
、
Ｎ
Ｍ
表
現
が
制
約
を
受
け
た
た
め
困
る
こ
と
に

な
っ
た三
四。
さ
ら
に
は
、
会
話
を
慎
む
現
象
が
広
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
も

そ
も
発
話
し
な
い
人
が
増
え
て
し
ま
っ
た
。
二
度
目
の
説
明
で
理
解
で
き

て
い
た
内
容
を
一
度
目
の
説
明
で
理
解
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
よ
う
な
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場
面
も
増
え
た
。
ろ
う
者
の
子
供
の
聴
者
で
あ
るCoda

は
、
通
訳
す
る

こ
と
を
苦
痛
に
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
が三
五、
彼
ら
の
負
担
感
も
減
少

す
る
だ
ろ
う
。
手
話
を
操
る
姿
を
奇
異
の
視
線
に
さ
ら
す
こ
と
も
な
く
な

る
だ
ろ
う
し
、
テ
レ
ビ
電
話
で
手
話
通
訳
を
介
し
て
通
話
で
き
る
「
電
話

リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
が
不
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
仮
に
、
日
本
手
話

を
解
す
る
者
が
我
が
国
の
人
口
の
あ
る
程
度
を
占
め
る
状
態
に
な
っ
た
な

ら
ば
、
日
常
の
場
面
に
お
い
て
、
ろ
う
者
が
意
思
疎
通
に
困
難
を
覚
え
る

頻
度
は
減
少
す
る
だ
ろ
う
。
災
害
時
に
も
、
避
難
行
程
や
避
難
場
所
で
の

不
都
合
が
減
少
し
、
ろ
う
者
は
か
つ
て
ほ
ど
の
情
報
弱
者
に
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。

　

聴
者
は
、
Ｎ
Ｍ
表
現
を
身
に
つ
け
、
よ
り
表
情
豊
か
に
意
思
疎
通
を
す

る
者
が
増
え
る
だ
ろ
う
。
も
し
、
難
聴
や
失
聴
の
症
状
に
遭
遇
し
、
そ
れ

ま
で
と
は
違
っ
た
生
活
が
待
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
こ
で
音
声
言
語
に

固
執
す
る
必
要
は
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
。
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
に
関
す
る
調
査
結
果
に
は
、
我
が
子
に
聴
覚
障
害
が
見
つ
か
っ
た
際
に
、

精
神
的
に
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
、
家
族
関
係
が
悪
化
し
た
と
い
っ
た
回
答
が

あ
っ
た
と
い
う
が三
六、
そ
の
よ
う
な
受
け
止
め
方
も
減
少
す
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

ア
メ
リ
カ
の
マ
ー
サ
ズ
・
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
島
に
は
遺
伝
性
聴
覚
障
害
者

が
多
か
っ
た
が
、
聞
こ
え
る
人
も
聞
こ
え
な
い
人
も
手
話
を
使
用
し
て
共

生
し
て
い
た
と
い
う三
七。
日
本
手
話
の
普
及
は
、
騒
音
環
境
下
で
あ
れ
静
粛

環
境
下
で
あ
れ
、
聴
者
の
日
常
生
活
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
。
ろ
う
者

は
、
意
思
疎
通
で
き
る
人
々
の
幅
が
飛
躍
的
に
広
が
る
。
ろ
う
者
と
聴
者

の
間
の
異
文
化
感
は
減
少
し
、
や
が
て
互
い
に
当
た
り
前
の
存
在
と
し
て

認
識
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、〝
結
果
的
に
〞
ろ
う
者
と
聴

者
が
共
に
気
楽
に
過
ご
せ
る
社
会
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

注一　

筆
者
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
販
売
促
進
活
動
と
し
て
、
発
話
を
控
え
た

呼
び
込
み
や
画
面
を
通
じ
て
の
呼
び
込
み
と
い
っ
た
実
験
を
実
施
し
た
。

〔
頭
師
暢
秀
（
二
〇
二
一
）「
ウ
ィ
ズ
／
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
の
販
売

方
法
試
行
」
近
畿
大
学
商
経
学
叢
、
第
六
八
巻
、
第
一
号
、
二
五
三

－

－

二
六
九
頁
。〕

二　

金
子
百
合
子
（
二
〇
一
〇
）「
複
言
語
主
義
と
『
多
文
化
（
言
語
）
共

生
』
文
化
の
共
生
に
関
す
る
研
究
：
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
理
念
（
フ
ィ
ロ
ソ

フ
ィ
ー
）
の
構
築
に
向
け
て
」
平
成
20
〜
21
年
度
岩
手
大
学
学
系
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
人
文
科
学
系
）
成
果
論
文
集
、
八
八

－

一
〇
八
頁
。

三　

映
画
で
は
「C

oda　

コ
ー
ダ　

あ
い
の
う
た
（
ギ
ャ
ガ
配
給
）」
が
、

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
は
、「silent

（
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
）」「
星
振
る
夜
に
（
テ

レ
ビ
朝
日
系
）」「
し
ず
か
ち
ゃ
ん
と
パ
パ
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）」
が
二
〇
二
一
年

か
ら
二
〇
二
三
年
に
か
け
て
話
題
を
呼
ん
だ
。
ま
た
、HA

N
D
SIG
N

と

い
う
手
話
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団
は
、
海
外
で
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝

す
る
な
ど
注
目
さ
れ
て
い
る
。
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四　

宇
陀
市
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
導
入
〔https://w

w
w
.city.uda.nara.jp/

kaigo/nankotsuiyahon.htm
l（

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
三
年
九
月
二
〇

日
）〕

五　

吉
開
（
二
〇
二
一
）
は
、
手
話
を
日
本
手
語
や
手
語
と
呼
ぶ
こ
と
を

提
案
し
て
い
る
。〔
吉
開
章
（
二
〇
二
一
）『
ろ
う
と
手
話
』
筑
摩
選
書
〕

六　

盲
聾
者
は
触
覚
を
使
用
し
て
意
思
疎
通
を
図
っ
て
い
る
。

七　

回
答
の
趣
旨
を
汲
ん
で
分
類
し
て
い
る
が
、
質
的
な
内
容
の
た
め
に
、

筆
者
の
主
観
的
基
準
が
含
ま
れ
た
分
類
と
な
る
。

八　

視
覚
言
語
に
も
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
。
手
話
の
場
合
、
手
が
ふ
さ

が
っ
て
い
る
と
発
話
で
き
な
い
。
ま
た
、
記
録
・
再
生
す
る
こ
と
も
容

易
で
は
な
い
。

九　

伊
藤
泰
子
（
二
〇
一
九
）「
手
話
は
聞
こ
え
な
い
子
ど
も
を
持
つ
親
を

救
う
」
愛
知
工
業
大
学
研
究
報
告
、
第
五
四
号
、
四
二

－

五
三
頁
。

一
〇　

厚
生
労
働
省
（
二
〇
一
八
）『
平
成
二
八
年
生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど

に
関
す
る
調
査
（
全
国
在
宅
障
害
児
・
者
等
実
態
調
査
）』

一
一　

残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
可
能
性
の
推
定
値
に
明
確
な
も
の
は
な

い
。
様
々
な
疾
患
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
状
態
に
起
因
す
る
た
め
、
体

系
的
な
調
査
が
困
難
で
、
発
症
率
や
有
病
率
と
患
者
数
と
い
っ
た
疫
学

デ
ー
タ
の
報
告
に
は
限
り
が
あ
る
。

一
二　

苅
安
誠
・
外
山
稔
・
松
平
登
志
正
（
二
〇
一
六
）「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
障
害
の
疫
学
：
音
声
言
語
・
聴
覚
障
害
の
有
病
率
と
障
害
児
者

数
の
推
定
」
健
康
医
療
学
部
紀
要
、
第
一
巻
、
一

－

一
二
頁
。

一
三　

日
本
の
補
聴
器
調
査
ジ
ャ
パ
ン
ト
ラ
ッ
ク
〔http://w

w
w
.

hochouki.com
/files/JA

PA
N
_T
rak_2022_report.pdf（

最
終
閲
覧

日
：
二
〇
二
三
年
九
月
二
〇
日
）〕

一
四　

電
通
（
二
〇
一
七
）『
Ｃ
Ｍ
番
組
へ
の
字
幕
付
与
に
係
る
評
価
、
効

果
等
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
』

一
五　

伊
藤
建
一
・
田
邉
理
（
二
〇
〇
三
）「
補
聴
器
の
新
し
い
デ
ザ
イ
ン

―
聴
覚
障
害
者
の
装
用
抵
抗
感
の
軽
減
と
補
聴
器
の
社
会
的
認
知
度
の

向
上
―
新
潟
工
科
大
学
研
究
紀
要
、
第
八
号
、
二
三

－

二
八
頁
。

一
六　

八
木
昌
人
・
川
端
五
十
鈴
・
佐
藤
恒
正
・
鳥
山
稔
・
山
下
公
一
・

牧
嶋
和
美
・
村
井
和
夫
・
原
田
勇
彦
・
岡
本
牧
人
（
一
九
九
六
）『
高
齢

者
の
聴
力
の
実
態
に
つ
い
て
』
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
会
報
、
第
九
九

巻
、
第
六
号
、
八
六
九

－

八
四
七
。

一
七　

松
崎
丈
（
二
〇
一
三
）「
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
聴
覚
障
害
者

に
お
け
る
問
題
状
況
―
情
報
ア
ク
セ
ス
の
視
点
か
ら
―
」
宮
城
教
育
大

学
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
、
第
八
号
、
一
五

－

三
二
頁
。

一
八　

二
〇
一
一
年
に
改
正
さ
れ
た
障
害
者
基
本
法
で
、
言
語
（
手
話
を

含
む
）
と
し
て
規
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
名
実
と
も
に
言
語
と
し
て
扱
う

こ
と
に
な
っ
た
。

一
九　

木
村
晴
美
（
二
〇
〇
七
）『
日
本
手
話
と
ろ
う
文
化　

ろ
う
者
は
ス

ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
』
生
活
書
院

二
〇　

松
岡
和
美
（
二
〇
一
五
）『
日
本
手
話
で
学
ぶ
手
話
言
語
学
の
基
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礎
』
く
ろ
し
お
出
版

二
一　

都
築
繁
幸
（
二
〇
二
二
）「
聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
手
話
言
語
条
例
」
東
京
通
信
大
学
紀
要
、 

第
五
号
、 

一
五
二

－

一
六
五

頁
。

二
二　

佐
々
木
仁
子
・
久
保
田
正
人
（
二
〇
〇
二
）「
日
本
手
話
と
日
本

語
」
言
語
文
化
論
叢
、 

第
一
〇
号
、 

一
三

－

二
四
頁
。

二
三　

木
村
晴
美
（
二
〇
一
一
）『
日
本
手
話
と
日
本
語
対
応
手
話
（
手
指

日
本
語
）
間
に
あ
る
「
深
い
谷
」』
生
活
書
院

二
四　

高
嶋
由
布
子
（
二
〇
二
〇
）『
危
機
言
語
と
し
て
の
日
本
手
話
』
国

立
国
語
研
究
所
論
集 

（N
IN
JA
L 
Research 

Papers

） 

第
一
八
号
、

一
二
一

－

一
四
八
頁
。

二
五　

吉
開
章
（
二
〇
二
一
）
前
掲

二
六　

日
本
学
術
会
議　

言
語
・
文
学
委
員
会　

科
学
と
日
本
語
分
科
会

（
二
〇
一
七
）『
提
言　

音
声
言
語
及
び
手
話
言
語
の
多
様
性
の
保
存
・

活
用
と
そ
の
た
め
の
環
境
整
備
』

二
七　

杉
田
陽
出
（
二
〇
〇
四
）「
英
語
の
学
習
経
験
が
日
本
人
の
英
会
話

力
に
及
ぼ
す
効
果
：JG

SS-2002

の
デ
ー
タ
か
ら
」JG

SS

研
究
論
文
集

﹇
三
﹈、 

四
五

－
五
七
頁
。

二
八　

手
話
奉
仕
員
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
手
話
の
学
習
経
験
が
な
い

者
を
対
象
と
し
て
お
り
、
通
訳
訓
練
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
日
常
会
話

レ
ベ
ル
の
手
話
習
得
が
学
習
到
達
目
標
と
な
っ
て
お
り
、
実
質
的
に
は
、

手
話
通
訳
者
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
受
講
の
前
段
階
に
位
置
づ
け
た
手
話

習
得
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
同
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

入
門
課
程
（
講
義
五
時
間
、
実
技
三
〇
時
間
）
と
基
礎
課
程
（
講
義
五

時
間
、
実
技
四
〇
時
間
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。〔
中
野
聡
子

（
二
〇
二
一
）「
第
二
言
語
と
し
て
の
手
話
言
語
教
授
法
に
関
す
る
文
献

的
検
討
」
群
馬
大
学
教
育
実
践
研
究
、
第
三
八
号
、
二
五
五

－

二
六
五

頁
。〕

二
九　

細
谷
美
代
子
（
二
〇
一
四
）「
国
語
教
科
書
に
お
け
る
『
手
話
』
の

扱
わ
れ
方
」
手
話
学
研
究
、 

第
二
三
巻
、 

四
三

－

五
六
頁
。

三
〇　

M
ahajan, V

ijay, Eitan M
uller, and Frank M

. Bass 

（1990

） 

‶New
 Product D

iff usion M
odels in M

aketing: A
 review

 and 

D
irections for Research,

”Journal of M
arketing, V

ol. 54. pp. 1

－
26.

三
一　

 
Sultan, 

Fereena, 
, 
John 

U
. 
Farley, 

and 
D
onald 

R. 

Lehm
ann

（1990

）‶A 
M
eta

－analysis 
of 

A
pplications 

of 

D
iff usion M

odels,

” Journal of M
arketing R

esearch, V
ol.27, pp. 

70

－77.

三
二　

実
務
上
の
課
題
は
非
常
に
大
き
い
。
複
言
語
教
育
を
試
行
し
て
い

る
奈
良
県
立
国
際
高
等
学
校
で
は
、
日
本
手
話
を
複
言
語
の
ひ
と
つ
の

候
補
と
し
て
検
討
し
た
が
、
進
学
や
就
職
と
い
っ
た
場
面
で
の
利
用
可

能
性
と
教
員
や
教
材
の
確
保
の
観
点
か
ら
断
念
し
て
い
る
。〔
吉
村
雅

仁
・
中
尾
雪
路
・
水
元
祐
之
（
二
〇
二
一
）「
日
本
の
高
等
学
校
に
お
け

る
複
言
語
教
育
実
践
の
試
み
―
5
言
語
必
須
の
多
言
語
授
業
と
言
語
意
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識
活
動
―
」『
複
言
語
・
多
言
語
教
育
研
究
』
日
本
外
国
語
教
育
推
進
機

構
会
誌
、
第
九
号
、
八
二

－

九
八
頁
。〕

三
三　

西
田
朗
子
（
二
〇
二
一
）「
手
話
通
訳
と
手
話
通
訳
者
の
機
能
と
在

り
方
に
関
す
る
一
考
察
」
立
命
館
産
業
社
会
論
集
、
第
五
七
巻
、
第
一

号
、
一
四
五

－

一
六
四
頁
。

三
四　

Ｎ
Ｍ
表
現
と
は
、
文
法
や
単
語
の
意
味
に
対
応
さ
せ
て
口
を
動
か

す
手
話
表
現
の
一
部
で
あ
る
。〔
松
岡
和
美
（
二
〇
二
一
）『
わ
く
わ

く
！
納
得
！
手
話
ト
ー
ク
』
く
ろ
し
お
出
版
〕

三
五　

澁
谷
智
子
（
二
〇
〇
九
）『
コ
ー
ダ
の
世
界　

手
話
の
文
化
と
声
の

文
化
』
医
学
書
院

三
六　

森
田
訓
子
・
伊
藤
茂
彦
・
山
口
暁
（
二
〇
〇
四
）「
新
生
児
聴
覚
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
問
題
点
と
今
後
の
課
題

－
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
る
検
討

－

」Audiology Japan

、
第
四
七
巻
、
第
一
号
、
四
九

－

五
五
頁
。

三
七　

ノ
ー
ラ
・
エ
レ
ン
・
グ
ロ
ー
ス　

佐
野
正
信
訳
（
二
〇
二
二
）『
み

ん
な
が
手
話
で
話
し
た
島
』
ハ
ヤ
カ
ワ
・
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
文
庫


